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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実施日 令和 ６年 ２月６日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・学習評価の３観点を踏まえ、
育成すべき資質・能力を明確化
し、アクティブラーニング等の
授業改善などの取組において、
生徒の学習意欲の向上につなげ
る。

①研修会等を通して、各教科や学年において効果的
な学習指導や３観点を踏まえた評価方法の共有の徹
底を図る。
②全教員対象の授業公開・研究週間を行い、ICT機
器の活用を踏まえた教科横断的な授業改善を行う。
③学習サポーターと日本語支援員を効果的に活用
し、基礎学力や学習意欲、進路意識に課題がある生
徒への学習支援を行う。

Ａ

・探究活動を踏まえた授業
展開の指導と評価の実践を
検討していく。
・多様な経験を持つ学習サ
ポーターを生徒の指導に生
かしていく。

・BYODによる個別最適化された
学びを実践するとともに、ICT
を活用した家庭学習の支援を結
び付け、生徒の主体的な学びと
進路目標を達成させるための意
欲・態度と学力の向上を推進す
る。

①ICT機器を活用した教材提示と個別学習、協働学
習を積極的に取り入れることで学力向上を推進す
る。
②進路指導部等と連携し、生徒の進路希望や学習段
階に沿った進路補習を実施する。
③各学期の指名制の補習や学習会を効果的に実施す
る。

Ｂ

・１人１台タブレットの活
用を踏まえたＩＣＴ教育の
研究の強化を行う。
・生徒が参加しやすい進学
補習の在り方となるよう改
善する。

・教員と生徒及び保護者の共通
理解に基づく、カウンセリング
マインドを持った日常の指導を
踏まえて、引き続き充実した学
校生活を送れる環境づくりに取
り組む。

①総合的な探究の時間などを活用し、生徒の人間関
係スキルを育成するための取組を行う。
②日々の生徒への声掛けや面談等を通して、生徒の
学習、進路、友人関係などの悩みや不安を受け止め
る。
③「いじめアンケート」を効果的に活用し、多面的
な観点から、いじめを早期発見できる仕組みを構築
する。

Ｂ

・社会の変化を踏まえつ
つ、規律ある生活指導を維
持しながら、生徒個々に即
したきめ細やかな日常指導
を継続する必要がある。

・生徒が自らの興味関心や適性
及び能力を理解し、的確な進路
選択ができるよう、各学年にお
ける情報を共有し合い、キャリ
ア教育の観点を踏まえたガイダ
ンスを更に充実させることで、
進路希望の達成を確実なものと
する。

①高大接続改革や社会情勢、キャリア教育を踏まえ
た各種ガイダンス、進路面談を通して効果的な指導
を実施する。
②オンラインを含む企業説明会や入試説明会に積極
的にも参加し、有益な情報を教員間で共有し、生徒
への指導に生かす。
③指定校を有効に活用するとともに、新規の指定校
や就職先を積極的に開拓する。

Ａ

・進学後の学習、就職後の
勤務までを見据えた、生涯
を通じてのキャリア教育、
進路指導を行う必要があ
る。

・生徒の自主的な活動に基づい
た学校行事、部活動を行うこと
で、充実した学校生活を送れる
環境づくりに、引き続き取り組
む。

①生徒会や奉仕活動委員会が中心となって、効果的
な取組となるよう学校行事やボランティア活動の精
選を行う。
②部活動再開後の安全な活動と、生徒の人間形成を
主眼とした、技術力やチーム力の向上を行う。

Ｂ

・学校行事の更なる精選を
検討するとともに、部活動
の活動日数や活動内容な
ど、生徒のニーズと本校の
現状を踏まえ、学校環境を
整える必要がある。

・特別支援・教育相談体制をさ
らに充実させ、支援を必要とす
る生徒の把握し、情報共有や支
援を図る。更に高校内分校と連
携した行事等の構築に全教職員
で対応する。

①「特別支援教育推進事業」拠点校として、生活や
学習上の困難を抱える生徒に対する専門家による巡
回支援、職員研修会を実施する。
②インクルーシブ教育推進のため、高校内分校と連
携した職員研修会を実施する。

Ａ

・チーム白岡として、白岡
分校と連携したインクルー
シブ教育の更なる拡充を図
る。

・清掃指導を徹底し、学習環境
作りに取り組む。
・安全点検を定期的に実施し、
安心安全な学習環境を維持す
る。

①感染症対策を踏まえた安心安全な清掃指導を引き
続き行う。
②定期的な安全点検を実施するとともに、校内外の
環境整備に努める。

Ａ

・環境整備委員を中心に校
内美化活動を充実させる。

・教育課程を踏まえた教育活動
や部活動に関する情報発信の手
段を工夫する。
・学校の様子について、様々な
方法を用いて情報の発信を行
う。

①生徒や教職員の日頃の取組をホームページやメー
ル配信システム「楽メ」及びGoogle Classroomで積
極的に情報を発信する。
②新聞、市の広報誌に本校の魅力や日頃の取組を広
く発信する。
③地域の方との連携を深め、本校の教育活動に参画
してもらう。
④地域行事への参加を継続する。

Ａ

・中学生や保護者のニーズ
の調査を徹底して行い、本
校を志願する生徒を１人で
も多くする方策を考える必
要がある。
・生徒を対象とした連絡を
クラスルームで積極的に配
信していく。

・学校説明会の実施方法と内容
の改善を続けるともに、本校教
育の魅力を伝えるために中学校
の生徒や保護者及び中学校教員
への情報提供を工夫する。

①生徒募集の工夫や、訪問先を厳選をする。
②学校説明会において部活動、授業体験や入試対策
講座を実施するとともに、本校生徒が中心となって
運営する場面を設定する。
③学校ＰＲ動画の作成やホームページ上のヴァー
チャル学校ツアーの活用を促進する。

Ａ

・より広範囲を対象に学習
塾訪問を実施する。
・校内体制を整備し、効果
的な広報が行えるようにす
る。

・ＰＴＡ後援会・白岡市内中学
校や地域の方達の協力により、
国際交流事業の在り方を検討す
る。

①働き方改革の観点を踏まえ、より効果的な取組と
なるよう、国際交流委員会を中心に今後の国際交流
事業の在り方を検討する。 Ｂ

・アフターコロナを踏まえ
た国際交流の在り方を研究
する。

方策の評価指標

　　出席者　学校関係者　　　 ５名
　　　　　　生徒　　　　　　 ２名
　　　　　　事務局(教職員)　 ９名

年 度 評 価（  ２月 １日 現在 ）

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 評価項目の達成状況

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価
　懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価
　を受けた日とする。ほぼ達成(８割以上)

達
成
度

不十分(４割未満)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

　他校と比べ、来客者への態度や普段の身だ
しなみ等の指導が行き届いており、現行の指
導を引き続き進めていただきたい。。
　コロナ禍で中学校生活を過ごしてきた生徒
にとって、友人関係を築くことに課題がある
生徒が多く、高校生活に馴染むのに苦労して
いる生徒もいるのではないだろうかと思われ
る。このような状況下で、コロナ後を意識
し、難しい現状に対応していることを評価に
値する。
　進路指導については、就職内定率が100%で
あることが高く評価できる。これまでの綿密
な指導計画が実を結んだと思われる。

①学校評価アンケートにおける項目「学校生活
には満足している」で肯定的評価８０％以上。
②学校評価アンケートにおける項目「部活動が
活発で成果をあげている」で肯定的評価８５％
以上。

【規律ある生活指導、生徒との日常の指導を通じて落ち着いた
学校環境を実現】
①②１年生徒83％、２年生徒71％、３年83％であった。
②③いじめは3件、生徒指導件数は10件であった。

①学校紹介による就職内定率１００％。
①②学校評価アンケートにおける項目「進路結
果についての満足度」で肯定的評価９０％以
上、及び「将来の希望（夢）を実現するために
努力している」で肯定的評価８０％以上。
③指定校による進学決定率１００％。

令 和 ５ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 白 岡 高 等 学 校 ）

目指す学校像 地域に貢献し、社会の未来を切り拓く人材を地域と共に育成する学校

重　点　目　標

１　基礎・基本の徹底を図るとともに、不断の授業改善により、主体的・対話的で深い学びを推進する。
２　規律ある生活態度を育成し、生徒一人一人の進路希望を実現する指導を推進する。
３　学校行事や部活動を通して、豊かな心と健やかな身体を育成する。
４　学校・家庭・地域の連携を一層深める学校づくりを推進する。

　「分かりやすい授業を行い、熱心に指導し
ている」の肯定的評価が約90%と高く、先生方
の日頃の授業改善の効果が出ているものとい
える。今後も基礎学習に力を入れ、学習意欲
を高めていける授業改善を期待したい。さら
に、授業によって、人の話を聞き、その中か
ら重要な所を読み解く力も身に付けさせると
ともに、本人の気が付いていない色々な可能
性を広げてもらいたい。
　「情報教育を推進している」の肯定的評価
が80%以上ということはICT機器を活用してい
ることと結びつき評価できる。

【新たな視点による情報発信】
①「学校からの情報提供への満足度」１年保護者76％、２
年保護者75％、３年保護者76％。
①ＨＰ更新（ブログ形式）94回、Instagram更新67回
　メール（楽メ）配信67回。
②新聞・広報誌及びＴＶの掲載回数0回。
③地域清掃活動、ＰＴＡ主催研修会での連携。
④コロナ禍のため参加できず。次年度に向けて検討中。

①清掃後の手洗いと校内美化の徹底の両立。
②安全点検で把握された不具合箇所についての
迅速な対応を行い、学習環境を維持。

【授業におけるＩＣＴ活用により主体的な学びを実現】
①１年生徒80％、２年生徒62％、３年生徒62％であった。
②進学補習参加生徒は、のべ28名（昨年のべ25名）。
②③成績優秀者１年１学期36名、２学期33名、２年１学期
29名、２学期25名、３年１学期34名、２学期20名、欠点保
有者１年１学期9名、２学期30名、２年１学期15名、２学
期8名、３年１学期4名、２学期11名。

【特別支援教育・教育相談体制の充実が図れたが全教員の更
なる理解が必要】
①中途退学者は４名。
①②新入生、教職員にアセスメントを実施、巡回支援員、
ＳＣ、ＳＳＷと共有。
①②教育相談に係る教員研修会実施。

・学校評価アンケートにおける「分かり
やすい授業を行い、熱心に指導してい
る」の満足度は高い。また、生徒の学習
段階に応じた指導や学年ごとに論理的思
考や読解力を育成する取組を行ってき
た。さらに、基礎学力の定着、中位層以
上に対して学力向上を通して、学ぶ楽し
さを実感させるための取組を推進する必
要がある。
・Google classroomやICT機器を活用した
個別の学習支援や授業など、主体的な学
びの実現に向けた授業改善が行われてき
た。今後は、BYOD環境の更なる活用を通
して生徒の思考力・表現力の向上、教員
の教科指導力の一層の向上に取り組む必
要がある。

①②学校評価アンケートにおける項目「生徒を
よく理解し、熱心に指導している」の肯定的評
価８０％以上。
②③いじめゼロ、生徒指導件数５件以内。

①各学年・教科で３観点の学習評価を踏まえた
朝学習などの新たな取組の実践。
①②学校評価アンケートにおける項目「分かり
やすい授業を行い、熱心に指導している」の肯
定的評価８０％以上。
②のべ参加者数が昨年度より増加したか。
③１年「基礎学力テスト」の定着率が高まった
か。

2

【交流事業はコロナ禍により実施できなかったが、生徒の意欲
は保持】
①国際交流は姉妹校の事情もあり実施できなかった。
②「異文化理解」授業において興味関心を高めた。

【段階的、綿密な進路指導を通じて生徒の進路決定を実現】
①就職内定率は100％であった。
①②進路結果満足度91％、「将来の希望を実現するために
努力している」１年生徒79％、２年生徒78％、３年生徒
89％。
③指定校の決定率は100％であった。

1

①国際交流事業の在り方として、働き方改革を
踏まえた効果的なものとなっているか。

①学校評価アンケートにおける項目「情報教育
を推進をしている」の肯定的評価８０％以上。
②進路補習に参加する生徒の増加。
②③各学期の成績優秀者各学年２０名以上。欠
点保有者各学年１５名以下。

【指導と評価の一体化を目指した授業改善を実施】
①職員室前の学習スペース設置や、学年の実情に応じて考
査前学習計画表作成を行った。
①②１年生徒91％、２年生徒88％、３年生徒90％であっ
た。
②公開授業は6人参加で昨年度より9人減少した。
③義務教育範囲平均得点率は国語60%台、数学60％台、英
語50％台であった。（令和４年度　国語70％台、数学60％
台、英語50％）

【充実した学校生活を送れる環境に改善する必要】
①「学校生活に満足している」１年生徒65％、２年生徒
60％、３年生徒73％。
②「部活動が活発で成果をあげている」１年生徒93％、２
年生徒89％、３年生徒91％。

・「新たな生活様式」においても、元気
な挨拶ができる生徒が多い。また、丁寧
かつ積極的な生徒指導の結果、生徒指導
件数も少ない。今後は、進路変更を希望
する生徒への適切な指導や時代の流れに
沿った丁寧な指導を行っていく必要があ
る。
・進路指導に対する生徒や保護者の満足
度は高く、丁寧な進路指導の推進が着実
に行われている。また、コロナ渦におい
ても就職内定率１００％を達成してい
る。今後も生涯を意識したキャリア教育
を踏まえた進路指導や上級学校入学後も
耐えうる基礎学力を身に付けさせていく
必要がある。

【コロナ禍に即した校内環境を整備】
①保健環境部が中心となり実施。
②各学期に安全点検を行い、不具合箇所の修繕を効果的に
行った。

　ＳＮＳ発信だけではなく、アナログ的なポ
スターや回覧板等も活用して、地元の白岡市
や保護者世代や中学生へのアピールをしてい
ただきたい。
　白岡高校の「目指す学校像」の原点に立ち
返り、可能な範囲で地域の方々とともに、地
域で活躍する場を設けることで、生徒の自己
肯定感が育成していただきたい。今後の地域
との連携に期待する。【本校のＰＲを全面的に伝える必要】

①全教員による中学校訪問を９月に行った。
①管理職による白岡市及び近隣、さいたま市北部及び春日
部市、越谷市の学習塾訪問（約130教室）を行った。
②学校説明会参加者のべ1179名（昨年度965名）
③学校ＰＲ動画に加え、白高通信（全２回）を掲載した。
また、オンデマンド版の学校説明会等をYouTube上にアッ
プした。

①中学校等に対して、実施時期や方法の工夫改
善、及び中学校等のニーズに合った情報提供で
あるか。
②学校説明会の参加者が増加したか。
③PR動画やヴァーチャル学校ツアーで、本校の
魅力を伝えることができているか。

・生徒数が減少した中でも、学校行事や
部活動は積極的に行われており、生徒の
満足度は高い。今後も感染防止対策の徹
底の上、働き方改革を踏まえ学校行事や
部活動等を実施していく必要がある。
・支援が必要な生徒に対しては、特別支
援教育・教育相談委員会が効果的に機能
し、相談と支援の充実が図られた。今後
も引き続き共生社会推進事業や外部機関
と連携した支援の充実が必要である。ま
た、高校内分校と連携した学校行事等を
組織的に計画する必要がある。
・保健施設部や事務室と連携した適正な
指導によって良好な学習環境が整備され
ている。今後も校内環境の維持を続ける
必要がある。
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・ボランティア活動が難しい中で、地域
の行事へ積極的に参加することで、地域
との結びつきが継続できている。学校
ホームーページを頻繁に更新していくと
ともに、保護者向けのメール配信、白岡
市広報誌掲載なども積極的に行ってい
る。今後も地域に根ざし地域人材を活用
していく必要がある。
・広報活動が縮小していることから、生
徒募集の成果は十分ではなかった。今後
は、さらに本校の魅力を広め、コロナ後
を踏まえ、県南部も念頭においた広域的
な生徒募集を行う必要がある。
・感染症対策の影響で市内小・中学校で
の連携がほとんどできなかった。今後
は、小学校や中学校との連携を密に図る
とともに、内容の精選を踏まえ、各種活
動を充実させる必要がある。

①学校評価「学校からの情報提供への満足度」
の肯定的評価８０％以上。
①ホームページやGoogle Classroomの更新１０
０回以上、「楽メ」による配信５０回以上。
②新聞、広報誌等への掲載回数が５回以上。
③ボランティア活動や特別講座などで地域の方
との連携が図れたか。
④新たな地域行事への参加ができたか。

　学校生活に満足しているが60〜73%となって
いるのが残念であった。学校環境の改善には
さらに力を入れていく必要がある思う。ま
た、高校生という人生において大切な時期を
有意義で充足感ある生活とするための努力は
生徒と指導する側両方からの努力が必要と思
われる。
　分校設置校という利点を活かし、インク
ルーシブ教育を今後もさらに充実するよう期
待する。

①中途退学者が５名以内。
①②チェックシートを活用したアセスメントの
実施、及び支援が必要な生徒の対応。
①②教員間での特別支援教育、インクルーシブ
教育への理解の深まりと全体での共有。


